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本学の附鳳図書館に所蔵されている酉洋．ことにドイツの教育闘僚の文献lit.その量や貨の豊かさにおいて

世界に跨るべきものであることについて，そして体系的に収集されてきた教育学・教育思想史上の古典オリジナ

ルはもちろん，それらに関わる第二次文献，さらに各種の学続報告や法令などのコレクションの肉容について

は．これまでおりにふれて本誌などで紹介してきた．今回は，そのような豊かな文献に闘する情報を集鈎するも

のとしての意韓をもっドイツの教育事典蝿について.t>る編集者のプロフィールを申心に取り上げることとした
い．ドイツにおける事典の刊行は．グリムのドイツ語事典をめぐる旧東西ドイツ聞の協力のエピソードを引き合

いに出すまでもな〈．かねてより出版界の重点事案とされてきている．教育学闘速の事典でも．ドイツは豊かな

歴史と伝統を持っている．この文章を書いているときにも，最新刊の『教育学の歴史事典』（D.Benner & J. 

Oelkera (Hrsg.), Hiatoriaches W6rterbuch der Pldalolik. 2004）が手許に届いた．

とこるで．そのようなドイツの教育事典づ〈りの豊かな伝統はいつごるにまで廻るのだろうか．申央図書館一階

に所蔵されている19世紀の教育事典の古びた皮の詰Tlこかろうじて鶴める企文字は先人たちの活用の度合

いを示すものだろうが，そのなかでも比較的初期の部麺に属するシュミット（KASchmid）『教育制度事典』

(Encykl叩剖iedea伊姐mm旬nEni・hunp-undUn加rrichtsweaena）が．このほどあらためて固にとまった．文
学院生のこるからい〈どとな〈利用し，最近でも学会報告のためにヘルマン・へッセの『車舗の下』のモデルの神

学校の成立史を聞ぺるさいにも重要な多考資料を提供してもらった．今回あらためて目にとまったというのは．

これまで本学の教育学関連の古典資料の収書に協力してもらい．またこの事典のCD-ROM化を企画している

書障からの情報で編集者シュミットの生涯について大まかなことが分かったからである．『一組ドイツ教師新聞』

（刈lgemeineLehrerzeitL』ng）というドイツ教員会憾の健闘障の1904隼8月28日（日）発行の紙面冒頭に掲織さ

れたシュミットの生誕100年を記念する記事がそれで，ヲラウンシュヴァイクの視学官オッパーマンが『教育制

度事典』全刊巻の値観者．それに晩年多〈の協力者を得て完成された『敏宵史』（Geachic胎 derErziehunι 

1884ー）全4巻7分闘の著者としてのシュミットについて大まかな紹介をしてくれている．

それによると．シュミットはそのオッパーマンの記事から100年前，つまりいまからちょう1!200年前の1804

年1月19日．ヴュルテンベルク主国量東舗の都市ウルムの商酉にある小さな町zピンゲンに当地の観教師で
ありラテン語学校の教頭でもある父の子として生まれた．身体が弱かったこともあり， 13歳までは両親の許で

父の職場である教会やその周辺の野外での教育をうけ．その後はじめてウルムの酉にあるヲラウポイレンの掴

音源神掌按（evangeli開作曲eologischesSemi附けで4年間．さらにヴュルテンペルク王国域内唯ーの文学が

あったテューピンゲンのシュティフト（evar沼田liacheaSt抗｝に入寮する．このシュティフト1:1:.給費生として主として

当地の太学の神学郁に通うエリート学生の寮で．領邦教会の故師という将来の精神的指導者のための勉学支

担施置であった．かつて．ヘーゲルやシzリング．そしてヘルダーリンなどが在籍していたことはよ〈知られてい

る．このシュティフトで視が勤しんだのは，もちろん学科の勉強であったが．と〈にカを注いだのは，神学生のイ

メージからはほど遣い身体の鰻錬と唱取の練習であった．しかしながら．このような寮生の目常lま当時において

も格別特異なものではな〈，かつてここに学んだ多〈の人々 の恩い出も『健全な身体における健全な精神」

(mens sana in corpora sano）がここでのモットーであったことをー織に肥している．私が1989年から90年のド

イツ滋勘の時期にテューピンゲンに滞在していたときのシュティフトでは．寮隼が夕方」巳半身課でバレーポール

に嶋中する聾や．タ聞が迫るなか金堂のあたりから聞こえて〈る清らかでカ強い若者のテノールが印象に揚っ

ている021•でシュミットはペーフィスハイムに説教師として魁任する．父親と同じ道に進んだことになる．その

勤務lま週40時間とかなり厳しいものであったが，この時期に生涯の伴侶を得，被らはやがて12人もの子ども

に恵まれることになる01829年に．シュミットr.a:.いまではかつての王都シュトウツトガルトの郊外となっている
ゲッピンゲンの髄教師兼副教師長に任じられた．やがてそこを槌点として多忙な勤務の合聞をぬって．ラインラ

ント，ハノーファー．ザクセン．さらにはバイエルンへと出かけ，主としてギムナジウムの教育実際について調ベ

て歩いた．ゲッピンゲンの学棋は， 1838年にバイエルンの有名な教育家ティールシュの『現今公教育の状混』

できわめて卓越したものと評価されているが．シュミットはその隼にこれもシュトウツトガルト近郊の町エスリンゲ

ンのペダゴギウムの枝長となり．下級．つまり基礎課程だけだった学技に古典語のョースを訟け．その教授法，
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ことにギリシア語教授法の改善についていくつかの輪文を著している.， 1852年からはウルムのギムナジウム

の校長となるが．ここではヴュルテンペルク王国政府の意向をうけて，ことに体育の授業にカを入れたことが知

られている．

このウルムの時代に．たぶんゴータの出版社ペッサー〈陶dolfBeaseけからシュトウツトガルトの支店を通して，

アルファペットJI買に項目を立てた『教育制度事典』の纏集の依頼が直接シュミットのもとに舞い込んだものと恩わ

れる．シュミットはこの計画を引き受lす．編集協力者や執筆者を得るために輔カ的に甫ドイツ，申央ドイツ，さら

には北ドイツ＠町々 を訪れた．このとき出会った人々 は．確定した事典の執筆者一覧から推測するかぎり，大

学の教師だけではなく．ギムナジウムの枝長や教師．そして教育待政官など，きわめて多織なメンバーだった．

編集の主たる協力者にはテューピンゲンのパルマー．ピルダームートの両教授が依頼され．笹らは同時にいく

つかの項目の担当もしている．そのほかには．ライブテッヒの教担G.パウル，コヲレンツの視学官w
ロンペルク｛ポ一ゼン｝の~.ムナジウム按長ライン，、Jレト．ヴィースパーデンの視学官フィルンハーパー．マール

ヲルクの教授ランゲ．ベルリンの教授フラスハール．さらにハレの大学監督官シュラーダー．ベルリンの枢密顧

問官シュナイダー，ポツダムのヴィーぜなどが協力者兼執筆者に名を連ねていた．このなかでは．定版の『ハレ

大学史』で有名なシュラーダー．ブロイセンの中・高等教育資料集の縄纂で有名なヴィーゼの両博士の協力が

注目される．『教育史』によってドイツでは先駆的な教育史家となったシュミット自身も『フリードリヒ夫.%.J，『ギム

ナジウム教師』，『作文』．「蹴学強制』，『予備学校」などの項目を担当し．その含蓄を擁露している．

『教育制度事典』篤1巻1:1859年に刊行され．最終の刊巻が刊行されたの1:1878年のことであるから．完

結にlま実1=20年近〈の自民月を費やしたことになる．シュミットはこのときにはすでにシュトウツトガルトのギムナジ

ウムの枝畏に転じていた．この前後．つまり1871年から77年にかけて民衆学棋の目的や運営についてまと

めた2巻のハンドフッタ｛陶dagogischesHandbuch他rScトJUieund Haus）の編集にも繊わっていた．これは

1883年から1885年にかけてライブチヒのフース書店から刊行される．また，やがてゴータのペッザー書店か

らあらためて『教育制度事典』の第二版が刊行され始めるのは．翻販が完結する以前の1876年のことだが．

その第二販の刊行が完結した1887年の5月23日に，シュミット1:e4a震で世を去っている．

シュミットの事典の最太の特色lま．一項目がときにはちょっとした書物一冊分となるほどの分量を占めている

ということである．さらに，その肉容はたとえば『民家2隣接』を事例にとるといくつかの領邦｛州），場合によって
は郡・県レベルまでと，その叙述を詳細にしている．私自身も文学院生だったころ， 18世紀の半lまに東部のカト

リッタ地域を新たに領有したプロイセンの教育政績の実際を．この事典の「民，医学校』の項目の県レベルの肥

述を頗りに調べた経肢をもっている．いずれにしても．『教育制度事典』は．のちにこれも一つの画期的な出版と

なる，w.ラインの『教育百科事典』（Enc昨l叩橿dischesHandbuch由rPlda伊gik.1895）全7巻の出現までは．ドイツ
におけるほとんど唯一の教育関係事典なのであった．

シュミット『敏育制度事典』第2鼠（1876ー）

｛やまうち・よしふみ人間総合科学研究科教慢｝

〈〈前の認穆へ ｜目次へ ｜次の記穆へ〉〉
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